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【践的〕 ヒトの筋線維総成主f非俊幸義的に得る方
法として!31P-NMRが有効であるかどうかにつ
いての議礎資料を得ることを路約とした.
【方法] :波紋者には，バイオプシーによって筋
線維総成が判拐している体育専攻学生27名を溶い
た.f史潟した NMR後援は GE社製 SIGNA(1.5 
T)である.31p叩NM廷の泌滋(繰り返し待関3，500
lTISeC，滋霧回数8沼)~こより， クレアチンジ Y援金
(PCr)，無機リン滋(Pi)，ATPのシグナノレを求め，
PCrjPi土PCr，PCrjATPを鋒践した，なおE総定
は全て安静i待に行なわれたー
仁綴楽〕 筋線終組成(%FT註bers)とPCr/Pi土
PCrあるいは PCr/ATPとのj認には，務援な関係
は認められなかった.この結集はs 典型的な途筋
と返筋をFおいた動物実験の結果と籾反ずるもので
あった.動物実験では PCrjPi土PCrが湾筋で桑
なあしかも速務>遅筋の関係にあった.しかし
ながら本研究では各被検者の PCr/Pi土PCrに
おいて大きな俗人差は認められたものの，筋線維
組成との絡に一定の関係は認められなかった.動
物5経験の給条と異なる退治についてはまだ拐らか
ではないがI FT線総と ST線緩の脅絡筋義孝紫滋
投(PFK)において，潟筋線殺の活性皮がヒトと動
物ではち母らかに途うという事笑があることよりz
ヒトと動物では必ずしも湾ーの絵'桑を示さないの
かもしれない診
